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第
十
三
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F

B
）
が
、
こ
の
二
十
二
日
よ
り
バ
ン
コ

ク
で
開
催
さ
れ
る
。
日
本
か
ら
は
、
全

仏
の
上
野
副
会
長
、
日
野
総
長
が
正
式

代
表
と
し
て
参
加
す
る
。

　
昭
和
二
十
五
年
に
第
一
回
会
議
が
セ

イ
ロ
ン
共
和
国
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）
で

開
催
さ
れ
て
以
来
三
十
年
、
激
動
す
る

ア
ジ
ア
情
勢
の
中
で
、
よ
く
こ
こ
ま
で

続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
と
思
う
。

　
世
界
仏
教
徒
連
盟
と
い
っ
て
も
、
や

は
り
中
心
は
ア
ジ
ア
で
あ
る
。
同
じ
仏

教
徒
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が

抱
え
る
事
情
は
、
ア
ジ
ア
の
場
合
は
特

に
顕
著
に
異
な
る
。

　
勿
論
、
三
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
れ

ば
、
有
用
論
、
無
用
論
と
い
ろ
い
ろ
で

て
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
界
の
仏

教
徒
が
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
会

議
を
催
す
意
義
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ア
ジ
ア
の
安
定
と
世
界
平
和
の
た
め

日
本
仏
教
徒
の
果
す
べ
き
役
割
り
は
W

F
B
の
中
で
も
特
に
大
き
い
。
（
1
）
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プレマダサ首相

　
ス
リ
ラ
ン
カ
の
R
・
プ
レ
マ
ダ
サ
首
相
が
、

国
連
の
会
議
出
席
の
あ
と
夫
人
と
と
も
に
来
日

し
た
。
皇
居
に
天
皇
陛
下
を
表
敬
訪
問
、
鈴
木

首
相
と
会
談
す
る
な
ど
忙
し
い
日
程
を
さ
い
て

十
月
九
日
午
後
五
時
、
東
京
・
芝
の
増
上
寺
参

拝
と
全
仏
主
催
の
歓
迎
会
に
出
席
さ
れ
た
。

　
ま
ず
増
上
寺
大
殿
前
に
到
着
さ
れ
た
首
相
一

行
は
、
全
仏
の
鱒
淵
理
事
長
、
日
野
総
長
、
武

田
浄
土
宗
総
長
、
金
田
増
上
寺
執
事
長
や
東
京

プ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
の
出
迎
え
を
う
け
、

金
田
執
事
長
の
先
導
で
合
掌
し
な
が
ら
大
殿
に

す
す
ま
れ
た
。

　
大
殿
に
入
堂
さ
れ
た
首
相
は
夫
人
と
と
も
に

御
本
尊
に
一
拝
し
献
華
、
藤
井
実
応
法
主
（
全

心
副
会
長
）
に
挨
拶
さ
れ
記
念
の
仏
像
を
贈
呈

し
た
。

　
歓
迎
会
は
隣
り
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
、
全
署
・
鎌
田
国
際
部
長
の
司
会
で
進

行
し
た
。
日
野
総
長
の
開
会
の
辞
、
柳
了
堅
歓

迎
委
員
長
（
国
際
専
門
委
員
長
）
の
歓
迎
の
辞

の
あ
と
、
首
相
、
駐
日
大
使
、
随
員
一
行
が
紹

介
さ
れ
た
。
花
束
贈
呈
に
つ
づ
い
て
鰐
淵
理
事

長
よ
り
「
仏
教
を
通
じ
て
両
国
の
友
情
を
信
ず

ま
す
深
め
て
い
き
た
い
」
と
歓
迎
の
挨
拶
が
あ

り
、
つ
づ
い
て
プ
レ
マ
ダ
サ
首
相
よ
り
「
両
国

が
互
い
に
助
け
合
い
平
和
の
た
め
に
努
力
し
、

ま
た
仏
教
親
善
も
活
発
に
し
て
ほ
し
い
。
ス
リ

ラ
ン
カ
に
は
仏
跡
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
是

非
お
た
ず
ね
下
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
藤
井
副
会
長
よ
り
記
念
品
が
首
相
に
贈
ら
れ

た
あ
と
、
金
子
日
威
日
蓮
宗
管
長
の
音
頭
で
乾

盃
、
こ
の
あ
と
首
相
は
参
会
者
と
自
由
に
歓
談

さ
れ
、
特
に
本
願
寺
派
・
大
谷
光
真
門
主
や
真

言
宗
東
寺
派
・
草
野
栄
龍
管
長
な
ど
と
し
ば
し

懇
談
さ
れ
る
な
ど
、
短
い
時
間
で
あ
っ
た
が
有

意
義
な
歓
迎
会
と
な
っ
た
。

　
出
席
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
巌
谷
勝
雄
、
大
谷
光
真
、
大
森
亮
雅
、
長
田

参
会
者
ら
と

気
軽
に
懇
談

順
海
、
織
内
七
郎
、
吉
田
文
藻
、
金
子
日
威
、

上
坂
元
一
人
、
黒
田
武
志
、
小
峰
順
誉
、
近
藤

隆
敬
、
桜
井
大
乗
、
西
村
輝
成
、
鈴
木
霊
孝
、

武
田
齎
彦
、
永
倉
嘉
文
、
野
田
卯
一
、
長
谷
川

霊
信
、
浜
野
工
合
、
鈴
木
道
雄
、
広
沢
純
孝
、

広
瀬
寿
美
子
、
前
田
恵
学
、
飛
降
堅
、
山
口
貴

美
子
、
秋
山
秀
済
、
木
全
カ
ズ
、
野
上
幸
、
武

田
治
恵
、
北
川
教
導
、
北
村
章
道
、
八
坂
仰
純
、

八
坂
の
ぶ
子
、
吉
田
多
輝
子
、
四
宮
正
音
、
高

島
孝
範
、
鷹
谷
褻
、
山
田
一
真
、
村
松
賢
英
、

成
田
孝
英
、
浜
田
嘉
伸
、
草
野
紅
燈
、
藤
井
実

応
、
金
田
明
進
、
大
橋
英
正
、
藤
木
宏
清
、
西

城
正
倫
、
酒
井
亮
貫
、
西
島
義
彦
、
小
泉
宗
和
、

中
山
理
々
、
鱒
淵
正
浩
、
山
口
真
司
、
竜
山
哲

成
、
上
坂
本
房
子
、
拍
賀
広
道
、
斉
藤
円
真
、

雨
宮
教
子
、
浅
川
和
也
。

WFB

日
本
代
表
轟
き
ま
る

来
月
末
開
幕
の
タ
イ
大
会

　
第
十
三
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
タ

イ
大
会
は
、
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
九
日

に
か
け
て
タ
イ
国
の
バ
ン
コ
ク
お
よ
び
チ
ェ
ン

マ
イ
で
開
催
さ
れ
る
。
タ
イ
国
で
開
催
さ
れ
る

の
は
今
回
で
四
回
目
と
な
り
、
準
備
も
余
裕
を

も
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
大
会
に
参
加
す
る
各
セ
ン
タ
ー
も
準
備
に
余

念
が
な
い
が
、
日
本
セ
ン
タ
ー
（
全
日
本
仏
教

会
）
で
も
提
出
議
案
、
代
表
団
を
決
定
し
、
代

表
団
の
打
ち
合
せ
も
す
ま
せ
た
。

　
　
　
W
F
B
大
会
日
本
代
表
団

　
正
式
代
表
一
上
野
頼
栄
（
全
仏
副
会
長
．
智

山
派
管
長
）
、
日
野
照
護
（
全
仏
事
務
総
長
）

　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
ー
山
本
杉
（
全
仏
常
務
理
事

全
日
仏
婦
理
事
長
）
、
佐
藤
良
純
（
国
際
専
門
委

員
）
、
松
濤
弘
道
（
同
）

　
W
F
B
役
員
一
懇
懇
正
浩
（
W
F
B
財
政
委

員
長
・
全
仏
理
事
長
）
、
鎌
田
良
昭
（
W
F
B
執

行
委
員
・
国
際
部
長
）

　
W
F
B
Y
代
表
一
永
倉
嘉
文
（
全
日
仏
青
理

事
長
）

　
代
表
団
事
務
局
一
小
峰
立
丸
、
山
田
千
恵
子

　
記
念
ツ
ア
ー
事
務
局
量
ビ
ル
マ
・
中
村
昌
之

（
財
務
部
長
）
、
ネ
パ
ー
ル
・
馬
場
道
男
（
庶
務

部
長
）

　
な
お
、
W
F
B
大
会
に
は
来
賓
と
し
て
本
願

寺
派
・
大
谷
光
真
門
主
（
前
全
仏
会
長
）
が
特

別
参
加
さ
れ
る
ほ
か
、
タ
イ
王
妃
、
ス
リ
ラ
ン

カ
文
化
大
臣
、
シ
ッ
キ
ム
国
王
等
も
来
賓
と
し

て
出
席
が
予
定
さ
れ
る
。

　
　
　
W
F
B
大
会
テ
ー
マ

　
大
会
テ
ー
マ
は
、
ホ
ス
ト
国
で
あ
る
タ
イ
仏

教
会
よ
り
提
出
の
「
現
代
生
活
に
お
け
る
仏
教

の
実
践
」
と
決
定
し
た
。

　
　
　
日
本
の
提
出
議
案

　
1
、
世
界
平
和
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
仏
教

徒
は
団
結
し
、
W
F
B
を
強
化
し
よ
う
。

　
2
、
南
北
仏
教
の
相
互
理
解
を
深
め
、
東
南

ア
ジ
ア
の
安
定
に
寄
与
し
よ
う
。

　
【
写
真
は
上
野
氏
（
上
）
と
日
野
氏
】
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香
港
仏
教
の
苦
悩

　
香
港
の
寺
院
が
、
今
一
番
悩
ん
で
い
る
問

題
が
あ
る
。
そ
れ
は
寺
院
の
後
継
者
の
こ
と

で
、
な
か
な
か
弟
子
の
成
手
が
無
い
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
戒
律
が
厳
し
い
か
ら
で
、
僧

硬
に
反
対
さ
れ
た
。
し
か
し
、
親
日
派
で
あ

る
寳
蓮
寺
の
忍
慧
、
智
慧
、
通
志
ら
七
人
の

僧
侶
が
と
も
か
く
日
本
を
訪
問
し
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
四
十
九
年
五
月
に
来

日
し
た
。

　
東
京
、
京
都
、
奈
良
の
本
山
を
歴
訪
し
て

日
本
仏
教
の
現
実
に
ふ
れ
、
民
衆
の
中
に
脈

々
と
生
き
て
い
る
仏
法
の
姿
に
感
激
し
て
、

香
港
の
仏
教
は
如
何
に
無
意
味
な
数
多
く
の

戒
律
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
か
を
知
っ
た
の
で

あ
る
。

　
彼
ら
の
報
告
を
う
け
、
香
港
の
仏
教
界
も

漸
次
、
時
代
に
即
応
し
た
新
仏
教
に
衣
替
し

侶
は
二
百
七
十
余
戒
、
尼
僧
は
三
百
余
戒
の

戒
律
が
あ
り
、
そ
れ
で
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。　
僧
侶
達
が
集
ま
っ
て
対
策
を
図
っ
た
が
妙

案
が
で
ず
、
若
し
軽
卒
に
戒
律
緩
和
を
口
に

し
ょ
う
も
の
な
ら
「
堕
落
し
た
」
と
直
し
ら

れ
、
僧
と
し
て
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
だ
。

　
し
か
し
、
後
継
者
難
の
現
実
は
厳
し
く
、

そ
の
結
果
、
日
本
の
仏
教
界
の
在
り
方
を
研

究
し
て
み
よ
う
と
い
う
意
見
が
提
案
さ
れ

た
。
当
然
、
日
本
の
僧
侶
に
は
戒
律
が
な
い

か
ら
参
考
に
す
る
な
ど
と
ん
で
も
な
い
と
強

国
際
専
門
委
員

西
村
輝
成

つ
つ
あ
る
。

　
　
　
辛
苦
三
十
年
の
成
果

　
香
港
に
は
三
百
の
寺
院
と
、
千
人
の
僧
侶

が
い
る
。
僧
侶
の
七
割
は
尼
僧
で
、
男
舞
の

ほ
と
ん
ど
は
大
陸
か
ら
身
一
つ
で
逃
れ
て
き

た
。
彼
ら
は
細
々
と
し
た
庵
か
ら
出
発
し
て

着
々
と
信
者
を
獲
得
し
、
粒
々
辛
苦
三
十
年

を
経
た
今
日
で
は
、
立
派
な
寺
院
に
育
て
あ

げ
て
い
る
。

　
そ
の
成
功
者
の
一
人
は
心
覚
光
法
師
で
、

新
界
に
羅
漢
寺
と
い
う
堂
々
と
し
た
城
の
よ

う
な
寺
院
を
建
立
し
た
。
ま
た
、
釈
洗
塵
法

師
は
、
臨
界
の
青
山
に
妙
法
寺
と
い
う
三
階

五
層
の
絢
燗
だ
る
仏
殿
を
今
年
の
五
月
に
完

成
さ
せ
て
い
る
。
覚
光
法
師
は
香
港
仏
教
連

合
会
の
会
長
で
あ
り
、
洗
塵
法
師
は
香
港
僧

伽
会
の
会
長
で
あ
る
。

　
　
　
仏
教
会
の
活
動

　
香
港
仏
教
連
合
会
は
、
指
導
的
立
場
で
僧

侶
が
参
加
し
て
い
る
が
、
実
際
の
活
動
は
在

家
居
士
達
が
行
な
っ
て
い
る
。
香
港
の
人
口

は
遠
駆
百
万
、
英
領
で
は
あ
っ
て
も
ほ
と
ん

に
お
だ
ぬ

～
籔
鴎

謙
彫

織
灘
焼

ど
が
中
国
人
で
、
し
た
が
っ
て
人
口
の
八
十

％
は
仏
教
徒
で
あ
る
。

　
仏
教
連
合
会
の
運
営
は
、
主
に
金
持
や
大

学
教
授
と
い
っ
た
知
識
階
級
が
あ
た
り
、
仏

教
婦
人
会
も
彼
ら
の
夫
人
が
中
心
的
役
割
を

果
し
て
い
る
。
活
動
は
、
定
期
的
な
会
合
を

も
ち
、
そ
れ
は
主
と
し
て
夜
の
七
種
頃
か
ら

で
、
ま
ず
会
堂
に
集
ま
り
食
事
を
す
る
。
そ

れ
か
ら
仏
教
講
話
や
会
員
の
体
験
な
ど
を
聞

い
た
り
す
る
。
寄
付
行
為
も
盛
ん
で
、
仏
教

連
合
会
経
営
の
小
・
中
・
高
校
や
病
院
を
数

多
く
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
に
は
多

額
寄
付
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
、
三
門
（
理
事

の
意
）
と
し
て
写
真
が
掲
げ
ら
れ
、
経
営
に

参
加
し
て
い
る
。

　
一
般
信
者
た
ち
の
集
会
場
は
寺
院
で
、
ど

の
寺
で
も
信
者
の
た
め
の
会
堂
が
あ
り
、
礼

拝
後
に
食
事
を
共
に
す
る
。
そ
の
食
事
は
粗

末
な
精
進
中
華
で
、
青
菜
や
茸
、
ト
ー
フ
な

ど
を
油
で
い
た
め
た
も
の
を
大
皿
に
盛
り
、

円
卓
を
囲
ん
で
食
事
を
楽
し
む
。

香
港
の
僧
た
ち
は
原
則
と
し
て
夕
食
は
食

べ
な
い
。
し
か
し
、
絶
対
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
香
港
の
人

々
は
少
し
で
も
お
金
が
溜
る
と
“
金
”
に
替

え
て
身
に
着
け
て
い
る
。
僧
侶
も
例
に
も
れ

な
い
。
何
し
ろ
裸
一
貫
で
大
陸
か
ら
逃
れ
て

き
た
の
で
あ
り
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
っ

て
は
、
再
び
他
へ
逃
げ
な
く
て
は
と
い
う
用

心
が
あ
る
。

　
　
　
仏
教
会
の
訪
問
を
！

　
最
後
に
、
香
港
は
東
南
ア
ジ
ア
の
要
で
、

交
通
の
要
衡
で
、
旅
行
者
は
必
ず
立
寄
る
。

し
か
し
、
買
物
は
す
る
が
、
仏
教
寺
院
や
仏

教
会
を
訪
問
す
る
例
は
少
な
い
。
香
港
に
寄

っ
た
と
き
に
は
、
ぜ
ひ
仏
教
会
と
接
触
し
て

欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
紹
介
は
全
日
本

仏
教
会
か
ら
連
絡
が
と
れ
る
。
交
流
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
っ
て
相
互
理
解
が
深
ま
る
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
い
は
香
港
寺
院
の

後
継
者
問
題
解
決
の
糸
口
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
か
ら
だ
。

　
【
写
真
は
式
典
に
集
う
信
者
の
群
れ
】
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囲

1
1
日
本
仏
教
保
育
協
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
就
学
前
教
育
は
、
十
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
九
人
ま
で
が
幼
稚
園
、
保
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
あ
る
い
は
何
ら
か
の
形
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
集
団
生
活
を
経
験
し
て
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
上
っ
て
く
る
ま
で
に
普
及
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
直
し
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ま
で
く
る
に
は
、
戦
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
三
十
五
年
間
、
日
夜
幼
児
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
筋
に
努
力
を
積
ま
れ
た
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
人
々
の
ご
苦
労
の
賜
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌃
中
で
、
特
に
仏
教
関
係
者
の
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵
し
て
き
た
役
割
が
大
変
大
き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
つ
た
こ
と
も
、
衆
目
の
認
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
嵐
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
た
び
、
本
会
の
加
盟
団

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

@
海
鏡
蟻
鱒
胎
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
、
別
掲
の
要
望
書
を
文
部
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
両
大
臣
に
提
出
し
た
。
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
保
は
、
全
国
で
仏
教
関
係
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
行
う
幼
稚
園
・
保
育
所
約
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
の
内
、
各
宗
を
網
羅
し
、
約

田
中
文
相
（
黒
っ
ぽ
い
背
広
）
に
要
望
す
る
秋
山
理
事
長
（
そ
の
右
）
　
　
　
　
千
六
百
施
設
の
加
盟
す
る
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
は
、
教
育
事
業
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
化
の
大
き
な
柱
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
推
進
し
て
い
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
、
言
わ
ば
、
全
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
教
運
動
の
第
一
線
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
躍
し
て
い
る
団
体
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
日
仏
保
の
投
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
た
問
題
は
、
寺
院

の
あ
り
方
、
宗
教
法
人
の
あ
り
方
と
密
接
に
係

り
合
い
の
あ
る
問
題
で
あ
り
、
本
会
と
し
て
も

こ
の
行
く
末
に
十
分
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
以
下
こ
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
み
た

い
。
　
一
、
現
在
の
教
育
で
欠
け
て
い
る
も
の
は
何

か
。
　
世
界
有
数
の
教
育
の
普
及
率
を
誇
る
中
で
、

宗
教
教
育
が
こ
れ
ほ
ど
市
民
権
を
得
て
い
な
い

国
は
数
少
な
い
で
あ
ろ
っ
。
幼
稚
園
か
ら
大
学

に
至
る
ま
で
国
公
立
諸
学
校
に
お
い
て
は
、
宗

教
は
一
つ
の
文
化
財
と
し
て
の
対
象
で
あ
り
、

偉
大
な
る
祖
師
は
、
歴
史
上
の
一
人
物
に
し
か

す
ぎ
な
い
。
児
童
は
給
食
の
前
後
に
、
合
掌
を

し
て
食
事
を
と
る
こ
と
す
ら
、
た
め
ら
わ
ざ
る

を
得
な
い
雰
囲
気
が
現
在
の
教
育
の
現
場
で
あ

る
。
　
い
ま
こ
こ
で
、
国
公
立
諸
学
校
に
お
け
る
宗

教
教
育
の
禁
止
の
是
非
は
さ
て
お
く
と
し
て
、

現
在
の
公
教
育
制
度
の
中
で
、
仏
教
関
係
者
の

行
っ
て
き
た
教
育
事
業
は
、
宗
教
教
育
の
行
え

る
唯
一
の
教
育
施
設
と
し
て
法
律
上
も
認
め
ら

れ
、
ま
た
実
際
に
も
、
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
役
割

を
果
し
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
量
的
に
は
小

さ
な
灯
で
あ
る
が
、
現
在
の
教
育
の
流
れ
に
対

し
て
常
に
問
題
提
起
を
し
て
き
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
今
後
と
も
量
的
に
も
質
的
に
も

更
に
一
層
充
実
し
て
、
教
育
界
で
確
固
た
る
市

民
権
を
獲
得
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
二
、
宗
教
教
育
の
確
保
と
公
費
導
入

　
現
在
仏
教
関
係
者
の
行
う
幼
稚
園
・
保
育
所

は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
教
育
法
・
児
童
福
祉
法
に

基
き
、
認
可
を
受
け
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
は
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

私
立
学
校
の
一
つ
と
し
て
学
校
法
人
と
し
て
設

置
さ
れ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
戦
後
の
幼

児
教
育
の
量
的
拡
大
期
に
あ
っ
て
は
、
学
校
法

人
以
外
の
設
置
者
も
認
め
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
（
学
校
教
育
法
付
則
一
〇
二
条
）
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
事
業
法
第
二
条
、
第
四

条
に
基
き
馬
社
会
福
祉
法
人
以
外
の
設
置
者
も

法
律
上
は
認
め
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
戦
後
幼
児
教
育
の
必
要
性
が
広
く
認
識
さ

れ
、
幼
稚
園
・
保
育
所
が
量
的
に
拡
大
す
る
過

程
に
あ
っ
て
、
多
く
の
仏
教
関
係
者
に
よ
る
施

設
が
誕
生
し
た
。
そ
の
多
く
は
、
宗
教
法
人
法

第
六
条
に
基
き
、
寺
院
の
公
益
事
業
と
し
て
の

幼
稚
園
・
保
育
所
の
設
置
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
量
的
に
は
、
充
足
し
た
今
日
、
行
政
指
導
ほ

質
的
充
実
を
目
指
し
、
現
場
に
向
っ
て
き
た
。

そ
の
一
つ
が
、
宗
教
法
人
立
施
設
の
幼
稚
園
に

つ
い
て
は
、
学
校
法
人
化
で
あ
り
、
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
化
の
指
導
な
の
で

あ
る
。

　
日
仏
保
の
こ
の
行
政
指
導
へ
の
対
応
は
こ
れ

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
お
い
て
、
宗
教
教
育

4
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が
確
保
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
設
置
者
の
別
は

問
わ
な
い
と
い
う
の
が
、
基
本
的
な
考
え
方
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
仏
保
の
加
盟
施
設
が
、

学
校
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
・
個
人
な
ど
、
多

様
な
こ
と
が
、
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
今
日
、
宗
教
教
育
が
確
保
さ
れ
れ

ば
、
設
置
者
の
別
は
問
わ
な
い
と
い
う
基
本
姿

勢
は
、
公
費
助
成
と
の
か
ら
み
で
ハ
特
に
幼
稚

園
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
む
承
知
の
よ
う
に
、
保
育
所
は
そ
の
本
来
の

目
的
か
ら
、
公
費
は
、
措
置
費
と
い
う
名
で
、

設
置
者
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
導
入
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
公
費
助

成
は
、
学
校
法
人
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
教
育
費
の
父
兄
負
担
の
増
加
と
、

園
児
数
の
減
少
は
、
宗
教
法
人
立
施
設
を
し
て
、

宗
教
法
人
立
の
ま
ま
で
公
費
の
導
入
を
は
か
ら

ね
ば
施
設
の
存
続
を
危
う
く
す
る
段
階
に
ま
で

至
ら
し
め
て
い
る
。

　
公
費
導
入
は
、
学
校
法
人
化
す
れ
ば
、
間
違

い
な
く
解
決
す
る
。
し
か
し
、
全
国
的
に
み
て

も
一
〇
〇
名
か
ら
二
〇
〇
名
程
度
の
小
規
摸
の

施
設
の
母
体
で
あ
る
宗
教
法
人
の
敷
地
内
に
、

別
法
人
（
学
校
法
人
）
を
設
立
す
る
こ
と
に
、

宗
教
法
人
が
難
を
示
す
こ
と
は
、
理
解
で
き
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
、
宗
教
法
人
自

体
、
学
校
法
人
と
同
様
に
、
学
校
設
置
者
と
し

て
十
分
の
公
共
性
と
、
永
続
性
を
備
え
て
い
る

と
す
る
考
え
方
も
、
肯
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
学
校
法
人
に
な
れ
な
い
、
ま
た
、
な
り
た
く

な
い
施
設
に
対
し
て
、
公
費
導
入
を
考
え
な
い

限
り
、
宗
教
教
育
の
場
の
確
保
が
難
か
し
く
な

っ
て
い
る
の
が
、
現
在
の
姿
の
よ
う
で
あ
る
。

宗
教
法
人
立
施
設
へ
の
公
費
導
入
を
妨
げ
て
い

る
も
の
は
、
憲
法
第
八
十
九
条
で
あ
る
。
こ
れ

を
狭
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
宗
教
法
人

へ
の
公
費
導
入
は
難
し
い
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
宗
教
法
人
の
行
う
公
益
事
業
、

そ
の
も
の
へ
の
公
費
導
入
に
つ
い
て
ほ
、
も
っ

と
弾
力
的
に
考
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
そ
れ
な
り
の
宗
教
法
人
側
の
受
け

皿
も
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

両
大
臣
へ
の
要
望
書

　
　
　
（
田
中
竜
夫
文
部
大
臣
宛
）

　
「
宗
教
法
人
立
幼
稚
園
の
運
営
に
関
す
る
要

望
書
」

　
宗
教
法
人
立
幼
稚
園
は
、
宗
教
法
人
音
量
六

条
に
も
と
づ
き
、
宗
教
法
人
の
行
う
公
益
事
業

と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
前
戦
後

を
通
し
て
幼
稚
園
教
育
を
望
む
国
民
の
要
求
に
．

応
え
て
そ
の
境
内
地
を
解
放
し
、
未
だ
幼
稚
園

教
育
が
十
分
に
普
及
し
な
い
時
期
か
ら
日
本
の

幼
稚
園
教
育
を
壷
折
し
て
き
た
大
き
な
功
績
を

持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
学
振
興
助
成
法
に
も
と
つ
く
経

常
費
補
助
等
の
交
付
に
伴
い
、
宗
教
法
人
立
幼

稚
園
は
学
校
法
人
立
幼
稚
園
と
差
別
し
て
取
扱

わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
先
駆
的
意
味
か

ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
じ
か
る
べ
き
も
の
と
考

え
ま
す
。

　
さ
ら
に
幼
児
期
の
も
つ
特
質
か
ら
考
え
れ
ば

地
域
杜
会
と
融
合
社
会
と
融
合
し
て
形
成
さ
れ

て
き
た
存
立
の
意
義
は
高
く
、
宗
教
法
人
な
る

が
故
に
き
わ
め
て
高
い
永
続
性
は
幼
児
教
育
の

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
措
置
費
の
導
入
と
の

関
連
で
、
都
道
府
県
に
お
い
て
宗
教
教
育
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
と
か
く
行
政
指
導
の
行

き
過
ぎ
が
指
摘
さ
れ
る
。

仏
教
関
係
者
の
行
う
こ
の
種
の
施
設
は
、
宗

教
教
育
の
灯
を
と
も
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
至

上
命
令
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
日
仏
保
の
運
動
展

開
を
注
目
し
た
い
。

設
置
主
体
と
し
て
望
ま
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す

　
既
に
法
人
格
を
も
つ
宗
教
法
人
か
ら
学
校
法

人
へ
の
寄
付
行
為
は
、
法
人
構
成
者
か
ら
見
れ

ば
多
く
の
問
題
点
を
持
ち
、
学
校
法
人
化
を
困

難
に
し
て
い
る
大
き
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
的
に
省
み
れ
ば
昭
和
三
十
五
年

七
月
十
五
日
、
第
三
四
国
会
に
お
い
て
宗
教
法

人
立
幼
稚
園
に
対
し
、
学
校
法
人
立
幼
稚
園
と

同
様
の
資
格
と
権
利
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て

の
請
願
が
参
議
院
で
採
決
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り

ま
す
。か
か
る
諸
点
が
ら
も
、
宗
教
法
人
立
幼
稚
園

を
学
校
法
人
と
同
様
に
認
め
よ
う
と
す
る
国
会

の
意
向
は
無
視
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

　
昭
和
五
十
年
代
の
今
日
、
幼
児
教
育
を
受
け

る
幼
児
は
そ
の
数
を
増
し
、
一
般
教
育
と
同
様

な
普
及
率
を
見
る
と
き
、
幼
児
の
教
育
を
受
け

る
権
利
が
平
等
に
保
障
さ
れ
る
必
要
性
を
痛
感

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
当
社
団
は
幼
稚
園
教
育
問
題
に
関

し
て
下
記
の
事
項
を
要
望
し
、
そ
の
実
現
を
強

く
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

　
一
、
宗
教
法
人
立
幼
稚
園
に
対
し
、
学
校
法

人
幼
稚
園
と
同
様
の
資
格
と
権
利
を
認
め
、
宗

教
法
人
立
の
ま
ま
で
も
学
校
法
人
と
同
等
な
経

常
費
補
助
金
を
交
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
（
斉
藤
邦
吉
厚
生
大
臣
宛
）

　
「
宗
教
法
人
立
保
育
所
の
運
営
に
関
す
る
要

望
書
」

　
宗
教
法
人
立
保
育
所
は
、
宗
教
法
人
第
六
条

に
も
と
づ
き
、
宗
教
法
人
の
行
う
公
益
事
業
と

し
て
設
置
さ
れ
、
戦
前
戦
後
を
通
し
て
児
童
福

祉
の
精
神
か
ら
保
育
に
欠
け
る
乳
幼
児
を
保
育

し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
創
設
者
の

善
意
に
よ
り
経
営
主
体
で
あ
る
宗
教
法
人
の
資

産
を
提
供
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
昭
和
三
十
八
年
以
降
、
民
間
保
育

所
に
対
す
る
社
会
福
祉
法
人
化
の
行
政
指
導
が

強
ま
り
、
特
に
昭
和
五
二
年
十
月
二
十
九
日
付
、

民
児
母
第
七
〇
二
号
の
通
達
は
、
宗
教
法
人
立

施
設
も
個
人
立
と
同
等
に
近
い
扱
い
で
あ
り
ま

し
た
。

　
宗
教
法
人
立
保
育
所
は
、
昭
和
四
十
二
年
七

月
、
社
会
福
祉
事
業
法
の
一
部
改
正
を
み
た
よ

う
に
、
同
法
第
二
条
三
項
に
も
と
づ
き
保
育
所

と
し
て
認
可
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
施
設
の
改

築
に
あ
た
っ
て
は
融
資
の
対
象
に
含
ま
れ
た
公

共
性
の
高
い
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　
児
童
憲
章
及
び
児
童
福
祉
法
の
精
神
に
よ
り

委
託
を
受
け
た
乳
幼
児
の
特
質
か
ら
み
れ
ば
、

保
育
に
お
け
る
宗
教
的
情
操
育
成
の
必
要
性
は

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
宗
教
法
人
立

施
設
の
永
続
性
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
昭
和
五
三
年
四
月
五
日
、
日
本
宗
教
保
育
事

業
協
議
会
が
日
本
虐
奮
杁
連
盟
を
通
し
て
貴
省
に

5一
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要
望
書
を
提
出
し
た
際
の
回
答
（
昭
和
五
四
年

九
月
四
日
付
、
児
童
家
庭
局
母
子
福
祉
課
）
に

よ
っ
て
も
、
宗
教
法
人
立
保
育
所
の
運
営
に
よ

っ
て
も
、
宗
教
法
人
立
保
育
所
の
運
営
に
つ
い

て
個
人
立
保
育
所
と
は
別
の
ケ
ー
ス
と
し
て
考

慮
す
る
と
い
う
見
解
を
得
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
宗
教
法
人
と
し
て
法
人
格
を
も

つ
保
育
所
が
、
保
育
方
針
に
も
と
づ
い
て
独
自

の
保
育
活
動
を
行
う
場
合
、
そ
の
自
主
性
を
認

容
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

　
既
に
む
承
知
の
如
く
、
養
護
と
教
育
の
一
体

化
は
、
昭
和
三
十
八
年
十
月
二
十
八
日
付
、
文

部
省
初
等
中
等
教
育
局
長
と
厚
生
省
児
童
局
長

の
連
名
で
「
保
育
所
の
も
つ
機
能
の
う
ち
、
教

育
に
関
す
る
も
の
は
、
幼
稚
園
教
育
要
領
に
準

ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
あ
り
、
宗
教
教
育

第
三
回
埼
玉
県
仏

教
徒
会
議
ひ
ら
く

組
織
の
輪
を
広
げ
る

　
埼
玉
県
仏
教
会
（
岩
崎
玄
能
会
長
）
で
は
、

第
二
十
五
回
全
仏
埼
玉
大
会
を
機
に
組
織
の
輪

を
広
げ
る
べ
く
、
埼
玉
県
仏
教
徒
会
議
を
開
催

し
今
年
は
第
三
回
目
を
む
か
え
、
十
月
三
日
午

前
十
時
よ
り
大
宮
市
の
安
楽
寺
を
会
場
に
盛
大

に
開
催
し
た
。

今
回
は
“
仏
教
を
現
代
に
生
か
そ
う
”
を
テ

ー
マ
に
開
か
れ
、
稚
児
の
湯
華
な
ど
の
あ
と
岩

崎
会
長
の
導
師
で
三
帰
高
文
唱
和
と
、
岩
崎
会

長
が
挨
拶
。
つ
づ
い
て
全
仏
・
勝
部
組
織
局
長

と
大
宮
市
長
が
祝
辞
を
の
べ
た
。
式
典
を
短
か

の
自
主
性
は
重
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
社
会
環
境
の
悪
化
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
今

日
、
乳
幼
児
の
生
命
を
あ
ず
か
る
こ
と
は
、
私

ど
も
仏
教
保
育
者
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
当
社
団
は
宗
教
法
人
立
保

育
所
の
運
営
に
関
し
て
下
記
事
項
を
要
望
し
、

そ
の
実
現
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
記

　
一
、
宗
教
法
人
法
に
も
と
づ
い
て
設
立
さ
れ

た
宗
教
法
人
の
公
益
性
・
自
主
性
を
十
分
に
尊

重
さ
れ
た
い
。

　
二
、
宗
教
法
人
立
保
育
所
に
お
け
る
宗
教
情

操
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
さ
れ
た
い
。

　
三
、
宗
教
法
人
立
の
施
設
改
善
資
金
の
援
助

を
、
社
会
福
祉
法
人
立
施
設
と
同
様
に
認
め
ら

れ
た
い
。

く
す
る
と
い
う
工
夫
が
み
ら
れ
た
あ
と
、
記
念

講
演
は
、
埼
玉
大
名
誉
教
授
・
岩
本
泰
波
先
生

が
「
救
い
な
き
現
代
の
す
く
い
」
と
題
し
て
、

わ
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ
た
。

　
午
後
か
ら
は
僧
侶
、
檀
徒
、
仏
婦
、
母
指
の

各
代
表
が
意
見
発
表
し
、
映
画
「
良
寛
を
求
め

て
」
の
あ
と
、
「
仏
教
の
も
つ
無
限
の
財
宝
を
、

い
か
に
し
て
県
民
生
活
に
生
か
す
か
、
そ
の
具

体
的
方
途
実
現
の
た
め
精
進
す
る
」
な
ど
の
大

会
宣
言
を
決
議
し
て
大
会
を
終
了
し
た
。

大
阪
府
仏
教
徒
会
議

国
際
障
害
者
年

を
テ
ー
マ
に

　
大
阪
府
仏
教
会
（
藤
前
東
時
会
長
）
で
は
、

第
十
七
回
大
阪
府
仏
教
徒
会
議
を
、
十
月
九
日

午
後
二
時
置
り
、
北
御
堂
．
津
村
別
院
ホ
ー
ル

で
開
催
し
た
。

毎
年
の
開
催
時
に
は
、
黒
い
法
要
追
放
、
災

害
時
の
寺
院
開
放
な
ど
時
局
問
題
を
他
に
先
き

が
け
て
提
示
す
る
な
ど
活
発
な
活
動
を
し
て
き

て
い
る
だ
け
に
、
今
回
も
テ
ー
マ
に
「
国
際
障

害
者
年
を
迎
え
て
」
と
、
明
年
に
目
を
む
け
て

い
る
。

　
大
会
は
、
増
田
貞
園
常
務
理
事
に
よ
っ
て
進

行
し
、
津
村
別
院
・
平
林
輪
蕃
の
導
師
で
法
要

の
あ
と
、
藤
前
会
長
の
挨
拶
、
府
知
事
、
全
仏

小
野
島
次
長
、
大
念
仏
寺
管
長
の
祝
辞
と
続
い

た
。
次
に
本
願
寺
派
・
大
谷
光
照
前
門
主
の
講

演
が
あ
り
、
総
会
で
宣
言
・
決
議
が
な
さ
れ
て

閉
会
と
な
っ
た
。

国
際
専
門
委
員
会
開
く

国
際
専
門
委
員
会
（
柳
委
員
長
）
は
、
九
月

二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
全
仏
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。
今
回
の
委
員
会
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
首

相
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
打
ち
合
せ
が
主
た
る

目
的
で
、
鱒
淵
理
事
長
、
日
野
総
長
な
ど
の
挨

拶
も
、
委
員
の
方
々
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
、
ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
歓
迎
会
に
つ
い
て

　
各
委
員
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
役
割
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
ま
た
、
歓
迎

実
行
委
員
長
に
柳
了
解
師
を
選
出
し
た
。

　
一
、
第
十
三
回
W
F
B
大
会
に
つ
い
て

　
日
本
代
表
団
の
確
認
や
提
出
議
案
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
つ

　
（
出
席
者
）
柳
了
堅
、
近
藤
隆
敬
、
長
田
順

海
、
織
内
七
郎
、
松
涛
弘
道
、
山
口
貴
美
子

…
全
量
輪
袈
裟
…

　
　
　
こ
げ
茶
、
法
輪
マ
ー
ク
付
き

　
　
　
　
　
　
　
￥
一
、
五
〇
〇
円

…
法
輪
バ
ッ
チ
…

　
　
　
　
　
　
　
径
一
こ
口
ネ
ジ
式

　
　
　
　
　
　
　
￥
一
、
○
○
○
円

…
日
の
丸
・
仏
旗
バ
ッ
チ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
総
務
局

昭
和
5
6
年
間

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
あ
に
。

内
容
三
帰
依
文
、
四
三
警
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

サ
イ
ズ
　
9
×
1
4
㎝

定
　
価
　
五
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
i

　
　
　
　
十
三
　
全
仏
総
務
局

　
　
　
　
　
「
全
仏
手
帳
係
」
宛
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包括宗教法人等

管理者研究協議会

二項目中心に討議

　
昭
和
五
十
五
年
度
包
括
宗
教
法
人
等
管
理
者

研
究
協
議
会
（
京
都
会
場
）
は
、
十
月
二
日
午

前
十
時
よ
り
、
京
都
・
平
安
会
館
に
お
い
て
、

文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
と
日
本
宗
教
連
盟
（
二

仏
な
ど
五
団
体
）
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
熱

心
に
討
議
さ
れ
た
。

　
同
会
は
包
括
法
人
等
の
管
理
者
、
学
識
経
験

者
、
都
道
府
県
宗
務
行
政
担
当
者
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
有
し
て
い
る
「
法
人
の
運
営
に
関

す
る
諸
問
題
」
に
つ
い
て
自
主
的
に
協
議
し
て

行
な
わ
れ
て
い
る
。
会
議
は
毎
年
、
東
京
と
京

都
で
開
催
さ
れ
、
第
六
回
目
を
む
か
え
る
。

　
今
回
は
、
近
畿
宗
教
連
盟
が
中
心
と
な
っ
て

開
か
れ
、
文
化
庁
・
別
府
次
長
、
京
都
府
・
林

田
知
事
、
日
本
宗
教
連
盟
・
鱒
淵
理
事
長
な
ど

の
挨
拶
に
つ
づ
き
趣
旨
説
明
、
助
言
者
紹
介
の

あ
っ
た
あ
と
研
究
協
議
に
入
っ
た
。

　
協
議
1
「
不
活
動
宗
教
法
人
を
め
ぐ
っ
て
」

は
、
天
台
真
盛
宗
・
谷
口
庶
務
部
長
の
司
会
で

す
す
め
ら
れ
、
ま
ず
高
野
山
墓
計
量
・
盛
川
光

範
総
務
部
長
が
「
不
活
動
宗
教
法
人
の
解
散
に

つ
い
て
」
発
題
し
討
議
さ
れ
た
。

　
協
議
H
「
宗
教
法
人
の
公
益
性
に
つ
い
て
」

は
、
京
都
府
仏
・
宮
城
事
務
局
長
の
司
会
で
す

す
み
、
寺
院
側
か
ら
浄
土
宗
寺
院
調
査
委
員
会

梶
原
重
道
委
員
長
が
「
地
域
社
会
に
お
け
る
宗

教
法
人
の
役
割
」
と
題
し
て
解
題
し
、
神
社
側

の
発
題
と
と
も
に
協
議
さ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
日
本
宗
教
連
盟
・
馬
場
道
男
事
務

局
長
（
全
仏
庶
務
部
長
）
の
司
会
で
自
由
討
議

に
入
り
、
種
々
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
な
お

今
回
は
全
仏
加
盟
の
宗
派
よ
り
多
数
が
出
席
さ

れ
た
。

　
〈
全
仏
関
係
出
席
宗
派
〉
天
台
宗
、
妙
見
宗

念
法
真
教
、
真
言
宗
東
寺
派
、
東
寺
真
言
宗
、

泉
涌
寺
派
、
山
階
派
、
御
室
派
、
大
覚
寺
派
、

智
山
派
、
犬
鳴
派
、
国
分
寺
派
、
浄
土
宗
、
西

山
深
草
派
、
西
山
罰
杯
寺
派
、
高
田
派
、
仏
光

寺
派
、
妙
心
寺
派
、
建
長
寺
派
、
曹
洞
宗
、
黄

彙
宗
、
日
蓮
宗
、
顕
本
法
華
宗
、
法
華
本
門
流

法
華
陣
門
派
、
中
山
寺
派

第
三
回
日
華
仏
教
大
会

高
雄
市
で
開
く

　
第
三
回
日
華
仏
教
文
化
交
流
連
誼
大
会
は
、

九
月
三
十
日
午
前
十
時
よ
り
、
中
華
民
国
（
台

湾
）
高
雄
市
の
「
浄
覚
育
幼
院
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
日
本
よ
り
日
華
仏
教
文
化
交
流
協
会

の
梶
浦
逸
外
会
長
ほ
か
五
十
四
名
、
中
華
民
国

政
府
関
係
者
、
同
仏
教
会
の
漸
落
理
事
長
な
ど
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8
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9
巳
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3
霊
●
8
●
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＝
2
9
2
9
3
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8
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8
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3
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篭
8
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鴇
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3
竃
●
5
働
2
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2
峯
8
驚
8
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8
■
2
●
葛
8
騙
5
葛
2
弧
3
画
2
8
3
9
薯
8
9
8
塾
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隻
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8
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■
篭
8
塾
δ
重
量
茎
＝

第
回
回

仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式

井
上
靖
氏
、
関
法
轟
轟

　
第
十
四
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
（
仏
教
伝
道
協

会
主
催
・
沼
田
恵
範
会
長
）
の
贈
呈
式
は
、
九

月
十
九
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
東
京
・
芝
の
仏

教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
行
な
わ
れ
た
。

　
今
年
度
の
授
賞
者
は
、
伝
道
又
化
賞
に
小
説

「
天
平
の
彊
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
作
家
の
井
上

靖
氏
と
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
米
国
開
教
使

の
関
法
善
師
、
功
労
賞
に
は
元
大
正
大
学
長
で

密
教
教
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
那
須
政
隆
師
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

　
贈
呈
式
は
、
沼
田
恵
範
会
長
の
献
香
に
は
じ

ま
り
、
三
帰
依
文
の
あ
と
佐
藤
密
雄
選
定
委
員

長
よ
り
選
定
委
員
会
の
審
査
経
過
報
告
が
あ
り

宮
本
正
尊
理
事
長
か
ら
授
賞
各
氏
に
、
賞
状
・

記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
引
き
続
き
受
賞
者
に
対
し
て
賛
辞
が
述
べ
ら

れ
、
那
須
師
に
対
し
て
勝
又
俊
教
大
正
大
学
長

が
、
井
上
氏
に
対
し
て
は
文
芸
評
論
家
の
山
本

健
吉
氏
が
、
関
師
に
対
し
て
鈴
木
俊
一
都
知
事

（
代
読
）
が
そ
れ
ぞ
れ
功
績
を
賛
え
た
。

　
つ
づ
い
て
受
賞
者
の
関
、
井
上
、
那
須
の
王

氏
が
喜
び
の
答
辞
を
行
な
い
贈
呈
式
を
終
了
し

た
。

三
百
名
の
僧
俗
が
参
集
し
盛
大
で
あ
っ
た
。

　
大
会
は
、
浄
心
法
師
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、

白
聖
理
事
長
、
梶
涌
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
し

て
挨
拶
。
つ
づ
い
て
来
賓
と
し
て
、
全
仏
・
加

藤
総
務
局
長
が
祝
辞
を
述
べ
盛
ん
な
拍
手
を
あ

び
た
。記
念
講
演
は
、
特
別
講
師
と
し
て
参
加
し
た

東
洋
大
・
金
岡
秀
友
教
授
が
「
虫
国
仏
教
に
対

す
る
日
本
仏
教
の
見
方
」
と
題
し
て
講
演
し
参

加
者
一
同
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

　
な
お
一
行
は
台
湾
で
の
行
事
を
終
了
し
た
あ

と
、
香
港
仏
教
会
と
の
友
好
親
善
の
た
め
、
香

港
島
、
ラ
ン
タ
オ
島
の
仏
刹
参
拝
の
の
ち
に
帰

国
し
た
。

一
7｝

外
国
人
へ
鎌
倉
紹
介

古
都
散
策
、
一
般
に
募
桑

　
仏
教
英
語
研
究
会
（
仏
英
研
）
で
は
、
日
本

の
仏
教
文
化
を
ひ
ろ
く
外
国
人
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、
左
記
の
要
項
に
て
「
外
国
人
の
た

ぎ
り
ヒ

肥
、　　昌曹　　　　　魅孔rら

際
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め
の
仏
教
文
化
の
紹
介
L
石
都
鎌
倉
」
を
企
画

し
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
坐
禅
体
験
と
精
進
料
理
を
味
わ
い

な
が
ら
北
鎌
倉
の
名
刹
を
散
策
す
る
。
説
明
は

す
べ
て
英
語
で
す
が
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非

む
参
加
下
さ
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
日
時
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

　
集
合
　
東
京
駅
八
重
州
口
・
銀
の
鈴
八
時
半

　
費
用
　
八
千
五
百
円
（
二
千
円
申
込
金
）

　
行
程
円
覚
寺
（
坐
禅
）
1
東
慶
寺
i
昼
食

　
　
　
　
（
精
進
料
理
）
1
浄
智
寺
－
建
長
寺

　
　
　
　
－
銭
洗
弁
天

　
申
込
　
十
一
月
十
日
ま
で
に
事
務
局
へ
（
東

京
都
新
宿
日
新
小
川
町
三
ノ
十
七
牛
込
マ
ン
シ

ョ
ン
五
〇
一
、
電
話
二
六
七
「
九
五
六
一
）

榊
原
舞
踊
の
5
0
周
年

専
門
委
員
）
で
は
、
榊
原
舞
踊
と
し
て
特
に

ア
ジ
ア
民
族
の
舞
踊
研
究
を
重
ね
る
こ
と
半
世

紀
、
創
立
五
十
周
年
を
む
か
え
十
月
十
日
午
後

四
時
よ
り
東
京
・
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
記
念
公
演
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
詩

舞
“
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
”
や
イ
ン
ド
、
タ
イ

韓
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
舞
踊
、
日
本
民
謡
舞
踊
、

舞
踊
劇
“
カ
ー
り
物
語
”
な
ど
が
公
演
さ
れ
盛

会
で
あ
っ
た
。

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
　
　
　
　
　
に
ぎ
や
か
に
記
念
公
演

榊
原
学
園
（
榊
原
帰
逸
学
校
長
－
全
仏
文
化
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霧
三
＝
書
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西
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巨
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Ψ
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＝
8
§
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一
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Ψ
呂
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＝
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圭
奮
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表
紙
の
写
真

1
1
「
遍
　
路
」
1
1

…
　
四
国
八
十
八
ケ
所
霊
場
の
巡
拝
を
遍
路
と

闘

　
い
う
。
弘
法
大
師
の
芳
燭
を
遍
歴
し
、
苦
修

…
練
行
す
る
三
百
六
十
余
里
（
千
四
百
四
十
詩
）

剛
の
長
い
道
程
で
あ
る
。

　
　
こ
の
四
国
霊
場
は
、
弘
仁
六
年
大
師
が
四

㎜　
閥
十
二
歳
の
時
、
厄
除
け
祈
願
の
た
め
に
開
か

鯛
れ
た
霊
場
で
あ
り
、
高
弟
真
済
が
遍
歴
し
、

…　ま
た
衛
門
三
郎
が
大
師
に
廻
り
逢
わ
ん
こ
と

　
　
　
法
華
宗
真
門
流

　
▼
笹
木
目
下
管
長
の
任
期
満
了
に
つ
き
、
安

井
日
浄
師
が
、
新
し
い
管
長
に
推
戴
さ
れ
、
ま

た
総
本
山
本
隆
寺
第
九
十
五
世
の
法
灯
も
継
承

し
た
。

　
　
　
真
言
宗
醍
醐
派

　
▼
醍
醐
天
皇
一
千
五
十
年
忌
遠
忌
法
要
が
、

九
月
二
十
八
、
九
日
の
両
日
、
総
本
山
醍
醐
寺

で
厳
修
さ
れ
た
。
法
要
は
伝
統
に
の
っ
と
り
厳

の
仏
菩
薩
と
今
も
常
在
し
、
諸
国
を
巡
遊
さ

れ
て
お
り
、
巡
拝
し
て
行
く
と
大
師
に
逢
え

る
と
い
う
深
い
大
師
信
仰
が
生
き
て
い
る
処

で
あ
る
。

　
来
る
昭
和
五
十
九
年
は
、
弘
法
大
師
千
百

五
十
年
の
御
遠
忌
を
迎
え
る
。
遍
路
も
一
段

と
ブ
ー
ム
を
呼
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
つ
。

　
写
真
は
高
知
の
霊
場
、
神
峰
寺
の
石
段
。

　　　r
　　　茎

　昭1
＋碧1
百査1
号年
第＋i

ぎ暑i

講i
　　　…

　　　…

　　　…

　　　萎

一発i

昊莫i

安日

醐1
利照1
　　　…

正護1
　　　董

　　　急剛
　発
　行
　所

粛
に
執
り
行
な
わ
れ
、
功
労
者
の
表
彰
な
ど
も

行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
す
ば

ら
し
い
収
蔵
庫
な
ど
が
完
成
落
慶
す
る
な
ど
盛

大
で
、
黒
熱
よ
り
小
野
島
次
長
、
中
村
部
長
が

出
席
し
た
。

　
　
　
世
界
宗
教
者
倫
理
会
議

　
▼
同
会
議
は
今
秋
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
の
国
際
情
勢
の
た

め
、
事
態
を
憂
慮
し
明
春
ま
で
延
期
す
る
と
発

表
さ
れ
た
。…

事
務
総
局
録
事
（
＋
月
）
…

九七三二
日日日日

十
四
日

二
十
日

二
十
一
日

二
十
二
日

二
十
三
日

二
十
四
日

二
十
七
日

　
三
十
日

三
十
一
日

包
括
法
人
管
理
者
会
議
（
京
都
）

第
三
回
埼
玉
県
仏
教
徒
会
議

局
内
会
議

ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
歓
迎
会

税
制
問
題
懇
談
会

第
十
七
回
大
阪
府
仏
教
徒
会
議

建
長
寺
派
管
長
晋
山
式

第
二
十
七
回
長
野
県
仏
教
徒
会
議

日
宗
連
理
事
会

局
内
会
議

黙
許
大
会
幹
事
会
・
宣
言
委
ほ
か

国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

負
担
金
説
明
会
（
大
阪
）

機
構
改
革
委
昌
会

負
担
金
説
明
会
（
京
都
）

豊
山
派
管
長
就
任
祝
賀
会

W
F
B
大
会
代
表
団
打
ち
合
せ

負
担
金
説
明
会
（
東
京
）

都
道
府
県
仏
教
慢
罵
表
者
会
議

大
会
幹
事
会

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
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